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レジオネラ症患者の発⽣時等の対応について

 本年７⽉の宮崎県⽇向市内の浴場に係るレジオネラ症集団発⽣事例においては、数名の死者を
含め極めて多数の患者が⽣じたところである。
 レジオネラ症発⽣⼜はそれを疑わせる情報に接した場合においては、第⼀に、感染の拡⼤を防
⽌するため、速やかに、感染源について措置を講じる必要がある。第⼆に、医療機関等において
患者の早期の発⾒や適切な治療が⾏われるよう、速やかな情報提供が必要である。
 通常、レジオネラ症の感染源の特定のためには、対象施設等に係る検体由来の菌株と患者由来
の菌株との遺伝⼦パターンの⼀致を確認するため⼆週間以上の⽇数を必要としているが、第⼀及
び第⼆の措置を速やかに⾏うべき必要性にかんがみれば、ただそれを待つのではなく、第⼀報に
接した後、速やかに所要の措置を講ずることに着⼿する必要がある。
 レジオネラ症発⽣等の情報に接した場合に講ずべき措置ないしは留意事項は下記のとおりであ
り、貴職におかれては御了知の上、公衆浴場等の衛⽣管理を徹底し、管下の保健所等に周知いた
だくとともに、事態発⽣に備え必要に応じ地域の医療関係者等と協議して検査体制を確認するな
ど、適切な対応をお願いしたい。
 なお、この通知は、地⽅⾃治法（昭和２２年法律第６７号）第２４５条の４第１項に規定する
技術的助⾔である。

記

１ 感染源に関する措置
 (1) 感染の拡⼤を防⽌するために感染源の特定を⾏う必要があり、このため、関係者に情報の

提供を求めるなど必要な情報を収集すること。
 (2) その結果に基づき、感染源と疑われる施設等について、検体採取等のため、実地に赴くこ

と。検体採取の際には、配管や供⽔供湯設備等の関連する設備や周辺状況等も併せて把握す
ること。なお、発⽣源の特定のためには、患者由来の菌株との遺伝⼦解析が必要となること
から、速やかに患者由来の菌株の提供を依頼すること。
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 (3) 当該施設を継続使⽤した場合において、感染の拡⼤のおそれがあると認められるときは、
公衆浴場法（昭和２３年法律第１３９号）等の法律に基づく措置を講ずるに⾄る前であって
も、当該施設の使⽤中⽌を要請・指導すること。

２ 医療機関等への情報提供等
 (1) 感染源と疑われる施設周辺⼜は患者居住地周辺の医療機関に対して、患者の早期発⾒や適

切な治療につながる情報提供及び注意喚起を講じること。また、感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１４号）に基づく届出についても徹底
すること。

 (2) 感染者が広域にわたり得る場合には、広報や報道機関等を通じた医療機関・住⺠への呼び
掛けを⾏うことも検討すること。

 (3) なお、届出があった地域と感染源と疑われる施設の所在する地域とが異なる場合等にあっ
ては、対策が遅れぬよう、保健所間・⾃治体間の連携等に努めること。
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